
池
田
医
院
の
叔
父
・
叔
母
の
二
階
に
下
宿
し
て
い

て
、
足
利
市
高
等
女
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
評

判
の
よ
い
若
々
し
い
教
師
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し

が
、
同
志
社
旧
図
書
館
の
四
階
の
法
学
部
研
究
室

に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
間
も
な
く
、
周
先
生
は
、
海
老

名
総
長
と
教
育
上
の
意
見
が
合
わ
な
い
の
で
黒

社
を
去
っ
九
。
前
橋
市
の
共
愛
女
学
校
校
長
と
な

つ
九
と
聞
い
た
。
わ
九
く
し
の
叔
父
住
谷
天
來
は
、

明
治
時
代
に
共
愛
女
学
校
創
立
当
時
か
ら
の
協
力

者
で
あ
り
、
わ
た
く
し
の
姉
ヒ
デ
子
は
共
愛
の
卒

業
生
で
あ
り
、
周
先
生
の
前
の
青
柳
新
米
校
長
の

令
恩
秀
夫
君
は
前
橋
中
学
・
仙
台
一
吾
向
・
東
京
帝

大
を
通
じ
て
の
親
し
い
学
友
で
、
愛
知
県
知
事
・

参
議
院
議
員
を
経
て
現
在
ま
で
な
お
親
交
が
あ

賜
千
会
、
 
B
6
判

る
。
周
先
生
夫
妻
と
の
因
縁
は
こ
れ
だ
け
に
す
ぎ

三
三
六
頁
、
一
、
 
0
0
0
円

な
い
が
、
印
象
は
鮮
や
か
で
あ
る
。

そ
の
周
先
生
の
伝
記
が
、
親
友
で
あ
る
桜
美
林

大
学
長
倫
水
安
三
先
生
に
よ
っ
て
書
か
れ
九
。

清
水
先
生
は
、
「
中
江
簾
樹
伝
」
や
「
お
う
び
り

ん
紹
L
 
の
著
書
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
文
名
を
も
っ

て
知
ら
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
好
票
あ
る

が
、
今
度
の
周
先
生
の
伝
記
を
読
了
し
て
、
わ
た

く
し
は
、
前
書
に
劣
ら
ぬ
深
い
感
銘
を
覚
え
た
。

周
先
生
の
舗
は
、
先
生
の
堅
い
無
の
バ
ッ
ク

新

介

清
水
安
三
著

『
周
再
賜
先
生
の
生
涯
』

"
じ

大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
)
四
月
に
黒
社
大
学

法
学
部
に
助
手
と
し
て
職
を
得
て
間
も
な
い
こ

ろ
、
神
学
部
の
前
で
竹
中
勝
男
教
授
に
偶
然
に
も

紹
介
さ
れ
た
の
が
、
周
再
賜
先
生
で
あ
っ
た
。
し

か
も
、
周
先
生
夫
人
が
千
代
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
驚
い
た
。
勝
見
千
代
さ
ん
は
、
わ
た
く
し
が

仙
台
旧
制
第
二
高
等
学
校
生
の
こ
ろ
、
劃
か
ら

度
々
往
復
の
途
次
、
必
ず
立
ち
答
っ
九
足
利
市
の

お
ば

ボ
ー
ン
と
、
強
い
性
格
に
よ
る
人
問
関
係
に
な
か

な
か
複
雑
さ
が
あ
り
、
適
当
の
伝
記
著
者
を
見
出

し
難
い
と
こ
ろ
、
結
局
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
先
生
の

促
懇
の
清
水
先
生
が
懇
請
さ
れ
た
。
ま
さ
に
そ
の

人
を
得
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
生
い
た
ち
(
第

〒
¥
、
二
章
、
三
章
)
か
ら
、
同
志
社
助
教
授
時
代

粛
四
寔
を
経
て
、
先
生
の
生
涯
の
教
育
活
動
と

し
て
の
前
橋
共
愛
女
学
校
校
長
時
代
の
教
育
経
営

の
苦
難
の
粍
を
中
心
に
、
第
五
阜
が
詳
細
に
あ

て
ら
れ
て
い
る
。
第
六
章
、
七
章
、
八
章
は
、
晩

年
の
周
先
生
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
全
篇
を
通
じ

喜
水
先
生
の
友
情
と
尊
敬
と
真
実
と
が
溢
れ
、

k
な
C
こ
ろ

全
生
涯
を
掌
に
指
す
が
ご
と
く
詳
細
、
克
明
に
叙

述
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
僚
友
で
あ
る
の
に
「
周

先
生
は
・
・
:
・
・
」
と
い
、
つ
よ
,
つ
な
敬
愛
を
も
っ
て
貫

え
り

か
れ
た
伝
記
に
、
わ
九
く
し
は
襟
を
正
し
て
脱
帽

し
九
。
周
先
生
の
女
学
校
教
育
と
経
営
に
つ
い
て

の
キ
リ
ス
ト
教
魂
を
打
ち
込
み
毅
然
九
る
無
と

態
度
に
終
始
し
姦
実
の
姿
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

実
を
織
り
込
ん
で
美
事
に
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い

る
。
わ
た
く
し
の
近
頃
の
読
書
生
活
に
あ
っ
て
、

興
味
あ
り
、
か
つ
教
え
ら
れ
た
好
著
と
し
て
、
多

く
の
伺
志
社
人
に
推
薦
し
た
い
。

(
住
谷
悦
治
・
前
同
志
社
総
長
)

じ
つ
こ
ん
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吉
田
曠
二
著

『
加
藤
弘
之
の
研
究
』

新
生
社
、
 
A
5
判

三
二
四
頁
、
六
、
 
0
0
0
円

大
学
教
授
な
ど
、
一
部
の
人
の
み
を
学
者
と
称

す
る
の
で
あ
れ
ぱ
、
著
者
は
、
お
よ
そ
そ
れ
と
は

縁
速
い
世
界
の
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、

朝
日
新
聞
社
に
籍
を
置
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
す
ぎ

な
い
。
そ
の
著
者
が
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
勉
強
を

続
け
ら
れ
、
立
派
な
研
究
書
を
出
版
さ
れ
た
こ
と

に
識
辞
を
贈
り
た
い
。
吉
田
氏
は
、
高
校
か
ら
大
学

院
ま
で
同
志
社
で
学
ば
れ
た
校
友
。
そ
の
学
問
的

情
熱
は
、
田
畑
忍
博
士
の
ご
指
導
の
も
と
、
い
つ

し
か
日
本
近
代
政
治
思
想
史
に
注
が
れ
、
と
く
に

主
た
る
関
心
は
、
加
藤
弘
之
研
究
に
向
け
ら
れ
て

い
九
。
そ
れ
は
、
田
畑
博
士
の
研
究
を
う
け
継
が

れ
、
よ
り
多
面
的
に
加
藤
の
思
想
を
把
握
せ
ん
と

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
加
藤
が
、
「
『
主

義
』
の
人
で
あ
り
、
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

持
ち
つ
つ
も
・
・
:
・
・
略
・
・
・
・
・
・
純
潔
の
研
究
者
」
(
本
霄

=
ニ
ハ
頁
)
で
あ
り
、
「
直
接
原
典
か
ら
高
度
な
西

洋
思
想
を
わ
が
国
に
導
入
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
思

想
家
」
(
同
頁
)
で
あ
る
こ
と
に
、
著
者
が
魅
惑
さ

れ
た
か
ら
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

加
藤
は
、
出
石
藩
の
人
。
幕
府
や
明
治
政
府
の

官
僚
、
大
学
総
長
、
貴
族
院
議
員
と
し
て
活
躍
し

た
。
そ
の
略
歴
が
、
か
れ
の
思
想
形
成
に
多
大
な

影
鞍
を
与
え
た
も
の
と
、
著
者
は
推
察
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
加
藤
の
思
想
は
、
初
期
に
は
天

斌
人
権
論
、
後
期
に
は
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
を

基
調
と
し
て
い
る
が
、
つ
ね
に
権
力
的
、
政
府
官

僚
的
立
場
に
お
い
て
、
思
想
的
営
為
を
な
し
て
い

た
と
の
論
証
に
力
を
注
い
で
い
る
よ
う
だ
。

だ
か
ら
、
加
藤
は
自
由
民
権
派
と
は
対
決
す
る

理
論
家
と
し
て
活
躍
し
た
し
、
日
需
戦
の
頃
に

は
、
「
強
者
の
権
利
の
競
争
」
を
刊
行
し
、
社
会
ダ

ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
に
基
づ
く
権
力
国
家
思
想
を
展
開

す
る
。
そ
れ
に
、
利
己
的
進
化
思
想
の
到
達
点
と

し
て
、
戦
争
や
皆
徴
兵
制
度
を
肯
定
し
、
国
家
観

の
最
終
目
標
を
忠
君
愛
国
に
置
く
に
至
っ
た
と
い

う
。
基
・
仏
両
教
の
世
界
主
義
を
反
国
家
的
な
も

の
と
し
て
批
判
し
た
の
も
、
こ
の
目
標
に
そ
わ
ぬ

た
め
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
は
膨
大
な
文
献
資
料

や
、
新
史
料
を
駆
使
し
、
各
章
で
こ
れ
ら
の
説
明

を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
思
想
を
異
に
す
る

植
木
枝
盛
が
、
国
法
需
な
ど
加
藤
の
著
・
訳
書

に
学
ん
で
い
た
こ
と
や
、
「
強
者
の
権
利
の
競
争
L

ま
ず
ド
イ
ツ
文
で
執
筆
さ
れ
、
つ
い
で
邦
文

が
、で

一
気
に
脱
稿
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
多
数
の
新
事

実
を
紹
介
し
、
加
藤
弘
之
研
究
を
極
め
て
豊
か
に

さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
か
か
わ
る
一
章

は
、
同
志
社
人
の
贄
乢
す
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
加

藤
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
非
国
家
主
義
世
界
主
義

を
攻
撃
し
た
。
か
れ
の
著
書
「
吾
国
体
と
キ
リ
ス

ト
教
」
は
、
こ
の
宗
教
延
対
す
る
挑
戦
状
で
あ
っ

た
と
著
者
は
詳
述
さ
れ
、
ギ
ユ
ー
リ
ッ
ク
、
海
老

名
弾
正
、
加
藤
直
士
、
芦
田
慶
治
、
浮
田
和
民
な

ど
、
同
志
社
関
係
者
と
の
擧
が
、
論
点
を
明
確

に
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
批
判

は
、
国
体
と
の
共
存
を
打
ち
だ
し
た
仏
教
に
対
す

る
批
判
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
強
調

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
他
、
加
藤
が
当
籾
か

ら
強
烈
な
反
共
思
想
に
も
え
て
い
た
こ
と
や
、
保

守
的
な
ド
イ
ツ
学
を
受
容
し
て
、
か
れ
の
政
治
思

想
が
形
成
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
,
も
、
き
わ
め
て
詳
細

ち

精
緻
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
や
研
究
文
献
一

覧
、
二
つ
の
新
資
料
な
ど
は
、
加
簾
弘
之
研
究
の

製
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ
と
も

一
読
を
願
い
九
い
。
(
萩
原
俊
彦
・
香
里
中
.
高
教
諭
)
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方
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郎
著

『
同
志
社
交
響
楽
団

五
十
年
誌
』

1
写
、
.
<
と
文
で
綴
る

一
私
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歩
み
ー

伺
志
社
覇
楽
団
は
、
一
昨
年
の
昭
和
五
十
年

に
、
同
志
社
創
立
百
周
年
と
年
を
同
じ
う
し
て
、

栄
え
あ
る
五
十
周
年
を
迎
え
、
催
大
な
記
念
総
会

の
祝
典
を
挙
げ
、
全
国
五
百
名
の
O
B
の
問
か
ら

黒
募
金
を
し
て
得
た
資
金
に
よ
り
、
記
念
行
事

と
し
て
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
一
父
糊
曲
を
公
演
す

る
と
と
も
に
、
楽
団
沿
革
史
の
編
さ
ん
に
着
手

し
、
咋
讐
"
れ
に
完
成
し
て
、
全
国
の
O
B
、
現

学
生
部
員
及
び
関
係
諸
団
体
に
広
く
頒
布
し
た
。

内
容
は
、
ω
同
細
五
十
年
史
、
②
随
想
谷
年
代

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
青
春
の
思
い
出
伺
響
」
の
文
集
)
、
 
3

座
淡
会
(
創
設
以
来
の
新
旧
O
B
に
学
生
部
員
を
混
じ
え

て
の
同
誓
史
の
裏
話
)
、
御
二
十
頁
に
及
ぷ
同
響
五
十

年
の
加
倉
動
の
詳
細
な
年
表
、
以
上
四
部
分
か

ら
成
る
。
傍
主
部
を
成
す
沿
革
史
と
編
集
主
幹

同
志
社
交
響
楽
団
・
同
O
B
会
、

B
5
判
、
一
六
0
頁
、
非
売
品

を
、
創
設
当
初
か
ら
今
日
ま
で
本
学
園
に
在
っ

て
、
五
十
年
間
を
同
鞍
と
と
も
に
歩
ん
だ
貞
方
敏

郎
先
輩
(
昭
八
大
英
卒
、
大
学
文
学
部
教
授
)
に
委
嘱

し
、
十
名
の
編
集
委
員
が
一
年
有
半
の
努
力
を
尽

く
し
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
と
文
で
綴

る
一
私
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歩
み
の
記
録
で
あ

り
、
一
器
物
と
し
て
も
興
味
あ
る
豪
華
版
で
あ

る
。
ア
ー
ト
紙
一
六
0
頁
、
写
真
三
0
枚
余
。

非
売
品
。
但
し
、
一
般
希
望
の
方
に
は
実
費
送
料

を
含
め
て
一
、
 
0
0
0
円
で
ゆ
ず
っ
て
い
る
。

申
込
先
「
京
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市
下
京
区
四
条
通
河
原
町
東
入

(
〒
六
0
0
)
林
邦
男
方
同
志
社
交
縛
楽
団
O
B
会
」
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